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〜
平
成
21
年
度
通
常
議
員
総
会
を
開
催
〜 

あいさつを述べる大島会頭 

         

　
当
所
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
の
活
動
方

針
を
決
定
す
る
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
、
事
業

計
画
及
び
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
な
ど
の
収
支

予
算
が
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
市
街
地
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た

め
「
平
田
一
式
飾
り
ほ
ん
ま
ち
展
示
館
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月
の
終
わ
り
に
は

初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
「
風
車
ウ
オ
ー
ク
」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
に
平
田
地
域
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
施
設
の
利
活
用
に

よ
る
地
域
振
興
を
試
み
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
・
国
道
431

号
の
改
良
な
ど
平
田
地
域
に
お
け
る
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
着
実
に
進
む
な
ど
一
定
の
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
平
成
二
十
二
年
度
で
は
、
平
田
地
域
に
お
い
て

「
東
部
都
市
拠
点
地
区
活
性
化
協
議
会
」
が
任
意

で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
雲
市
の
東

部
都
市
拠
点
と
し
て
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
、

引
き
続
き
河
下
港
利
用
推
進
に
つ
い
て
積
極
的
に

取
り
組
む
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
商

工
業
対
策
と
し
て
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
続
い

て
い
る
販
路
開
拓
補
助
金
制
度
を
継
続
し
、
平
田

地
域
外
へ
の
商
談
等
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と

も
に
、
「
農
商
工
連
携
」
に
よ
る
特
産
品
の
開
発
、

「
新
連
携
」
に
よ
る
会
員
企
業
と
他
企
業
と
の
新

製
品
開
発
に
も
従
来
以
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
観
光
振
興
に
お
い
て
は
、
昨
年
実

施
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
今
年
も
実
施
し
、

観
光
商
品
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
な
運
営
な
ど
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

　
我
が
国
経
済
は
、
昨
年
の
春
に
一
応
の
底
を
打
っ

た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
在
庫
調
整
等
が
一
巡

し
た
と
こ
ろ
に
政
策
の
効
果
と
輸
出
の
回
復
が
あ
っ

た
こ
と
が
要
因
で
あ
り
、
全
体
的
に
回
復
を
実
感

で
き
る
状
況
と
は
言
え
な
い
年
で
し
た
。
本
年
に

つ
い
て
も
、
外
需
の
伸
び
や
政
策
に
よ
り
緩
や
か

に
回
復
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
必
ず
し
も
全

て
の
業
種
が
該
当
す
る
訳
で
は
な
く
二
極
化
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
地
域
経
済
に
お
い
て
は
、
外
需
の
伸
び
や
政
策

の
恩
恵
を
受
け
る
企
業
は
限
ら
れ
て
お
り
、
昨
年

後
半
と
同
様
底
ば
い
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
も
新
商
品
の

開
発
で
成
功
し
た
事
例
や
多
く
の
地
域
で
活
性
化

に
取
組
む
動
き
が
出
て
お
り
ま
す
。 

　
当
地
で
は
、
昨
年
「
平
田
一
式
飾
り
ほ
ん
ま
ち

展
示
館
」
が
地
元
の
皆
さ
ん
方
の
力
で
オ
ー
プ
ン

し
、
ま
た
、
青
年
部
事
業
と
し
て
「
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」
が
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
る
等

新
た
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
地
元
景
気

動
向
は
、
自
動
車
関
係
製
造
業
に
お
い
て
は
政
策

の
効
果
も
あ
り
回
復
し
て
き
ま
し
た
が
、
消
費
の

低
迷
や
住
宅
着
工
件
数
の
低
迷
等
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
し
た
。
本
年
に
お
い
て
も
状
況
が
改
善
さ

れ
る
見
込
み
は
少
な
く
、
夏
以
降
の
公
共
工
事
の

減
少
も
予
想
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
厳
し
い
も

の
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
さ
て
、
平
成
二
十
一
年
度
の
基
本
方
針
に
掲
げ

て
お
り
ま
し
た 

・
体
育
館
の
早
期
建
設 

・
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
早
期
整
備 

・
国
道
431
号
の
早
期
整
備 

・
湯
谷
川
改
修
の
早
期
完
成 

の
四
つ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
着
工
さ

れ
た
も
の
か
ら
予
算
の
関
係
で
当
面
静
観
せ
ざ
る

を
得
な
い
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
島
根
県
、
出
雲

市
と
も
情
報
交
換
を
す
る
な
か
で
、
会
議
所
と
し

て
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
た
う
え
で
、
皆
様
方

に
お
諮
り
し
な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。 

　
今
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
会
員
の
皆

様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
確
実
に
実
施
し
、

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
会
議
所
の
使
命
で
あ
る
と

同
時
に
「
頼
り
に
な
る
商
工
会
議
所
」
が
活
動
の

原
点
で
あ
る
の
考
え
を
持
ち
行
動
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
一
方
で
、
会
費
や
補
助
金
の
減
少
の
他
、

手
数
料
徴
収
の
見
直
し
に
よ
る
金
融
手
数
料
の
大

幅
な
減
少
も
予
想
さ
れ
、
稟
議
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク

強
化
等
に
よ
り
予
算
の
管
理
も
徹
底
し
て
行
い
ま

す
。 

　
取
巻
く
景
気
動
向
等
は
、
決
し
て
明
る
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品

開
発
、
観
光
産
業
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
地
域
Ｐ

Ｒ
活
動
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を

図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

    

　
昨
年
度
、
出
雲
市
か
ら
「
中
核
都
市
拠
点
地
区
」

に
絞
っ
た
形
で
国
の
認
定
を
目
指
す
こ
と
と
し
、

「
東
部
都
市
拠
点
地
区
」
に
お
い
て
は
出
雲
市
独

自
の
計
画
を
策
定
し
、
支
援
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、

法
定
協
議
会
で
審
議
の
結
果
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
協
議
は
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
任
意
の
団
体
と
し
て
の
新
た
に
協

議
会
が
設
立
さ
れ
、
新
協
議
会
の
元
で
具
体
的
に

個
別
事
業
を
掲
げ
、
で
き
る
も
の
か
ら
取
組
む
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
法
定
協

議
会
で
策
定
さ
れ
た
「
基
本
方
針
」
の
な
か
に
も
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各 会 計 別 平成22年度 
予　算　額 

平成21年度 
予　算　額 比較増減 

一 般 会 計  

中小企業相談所特別会計 

共済・労働・会館特別会計 

法定台帳特別会計 

商 工 業 発 展 推 進  
事 業 特 別 会 計  

財 政 調 整 基 金  
積 立 金 特 別 会 計  

会 議 所 会 館 整 備  
準 備 金 特 別 会 計  

共 済 還 元 事 業  
積 立 金 特 別 会 計  

小　　　計 

小　　　計 

合　　　計 

44,151 

49,822 

23,948 

352 

2,161 

120,434 

63,748 

34,280 

0 

98,028 

218,462

46,017 

50,353 

24,356 

354 

4,261 

125,341 

63,439 

34,134 

288 

97,861 

223,202

△1,866 

△531 

△408 

△2 

△2,100 

△4,907 

309 

146 

△288 

167 

△4,740

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た 

・
木
綿
街
道
の
整
備
　
・
本
町
商
店
街
の
整
備 

・
中
ノ
島
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
活
用
策
の
検
討 

・
一
畑
電
車
デ
ハ
ニ
50
形
の
活
用
策
の
検
討 

・
旧
平
田
船
川
の
整
備
　 

等
が
当
面
の
事
業
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
必
要
と
思
わ
れ
る
事
業
の
追
加
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
事
務
局
と
し
て
積
極
的
に
提
案
等

も
行
い
ま
す
。 

  

　
河
下
港
の
整
備
・
利
用
促
進
に
係
わ
る
地
元
組

織
と
し
て
は
、「
出
雲
広
域
拠
点
港
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
」
や
「
河
下
港
利
用
振
興
協
議
会
」、

「
河
下
港
湾
利
用
者
の
会
」
が
あ
り
、
島
根
県
に

は
「
河
下
港
防
波
堤
（
沖
）
配
置
計
画
検
討
委
員

会
」
が
あ
る
等
様
々
な
組
織
が
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
活
動
を
よ
り
効
率

的
か
つ
強
力
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
出
雲
市

を
中
心
と
し
た
新
組
織
の
設
立
か
既
存
組
織
の
集

結
が
必
要
と
判
断
し
て
い
た
「
河
下
港
利
用
振
興

協
議
会
」
の
議
決
に
基
づ
き
、
出
雲
市
に
そ
の
旨

を
要
望
し
、
地
元
組
織
の
持
っ
て
い
る
機
能
の
大

半
を
「
出
雲
広
域
拠
点
港
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」

に
集
中
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

こ
の
組
織
を
通
じ
て
整
備
・
利
用
促
進
を
強
力
に

推
し
進
め
ま
す
。 

 

　
経
済
産
業
省
と
農
林
水
産
省
の
施
策
と
し
て
「
農

商
工
連
携
」
事
業
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
昨

年
二
月
に
認
定
さ
れ
た
会
員
企
業
の
事
業
は
、
昨

年
度
の
中
国
経
済
産
業
局
内
で
の
成
功
事
例
の
一

つ
と
し
て
機
関
紙
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
特
産
品
開
発
と
は
多
少

異
な
り
ま
す
が
、
会
員
企
業
が
考
案
し
た
新
製
品

が
他
企
業
と
連
携
し
て
取
組
む
「
新
連
携
」
事
業

に
お
い
て
国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。 

　
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
地
域
を
代
表
で
き

る
よ
う
な
新
商
品
開
発
づ
く
り
に
向
け
た
案
件
の

掘
り
起
こ
し
と
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

　
昨
年
度
は
、
風
力
発
電
の
完
成
を
記
念
し
て
出

雲
市
、
地
元
自
治
協
議
会
等
の
協
力
を
頂
き
「
ウ

オ
ー
ク
大
会
」
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
度
も
、
今
秋
の
完
成
が
予
定
さ
れ

て
い
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
施
設
（
仮
称
）
」

の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
ウ
オ
ー
ク
大
会
を
実
施

す
る
予
定
に
し
て
お
り
、
平
田
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
る
運
営
方
法
を
検
討
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
一
畑
電
車
を
題
材
と
し
た
映
画
「
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
が
五
月
後
半
か
ら
上
映
予
定
で

あ
り
、
こ
の
映
画
で
利
用
さ
れ
た
「
一
畑
電
車
デ

ハ
ニ
50
形
」
の
活
用
方
法
も
島
根
県
等
で
検
討
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
動
き
を
的
確
に
捉
え
た
平

田
地
域
独
自
の
対
応
策
も
検
討
・
提
案
し
観
光
に

結
び
つ
け
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

　
新
施
策
実
施
に
伴
う
弾
力
的
な
予
算
措
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
景
気
動
向
や
政
策
等
を
注
視
し
、

会
議
所
と
し
て
会
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
施
策
を
実
施
す
る
場
合
に
弾
力
的
な
予

算
措
置
を
実
施
し
ま
す
。 

 

　
東
京
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
へ
の
会
員
企
業
の
出
展
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
ま
で
の
出
展
場
所
に
拘
る
こ
と

な
く
開
催
期
間
や
費
用
の
こ
と
も
考
慮
し
な
が
ら
、

よ
り
効
果
的
な
場
所
等
に
つ
い
て
部
会
と
協
議
し

な
が
ら
今
年
度
も
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

　
こ
の
制
度
は
、
販
路
開
拓
の
た
め
会
員
企
業
が

積
極
的
に
県
外
に
出
か
け
ら
れ
る
意
識
付
け
を
す

る
た
め
に
、
一
昨
年
新
設
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年

度
は
、
約
30
件
の
申
込
が
あ
り
、
お
役
に
た
て
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
こ
の
補

助
金
制
度
を
実
施
し
ま
す
が
、
一
律
補
助
で
は
な

く
旅
費
等
の
実
費
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
対
象
地

域
も
山
陰
両
県
以
外
に
拡
大
す
る
こ
と
に
変
更
い

た
し
ま
す
。 

 

　
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
新
規
事
業
展
開
に
は
、

農
商
工
連
携
事
業
が
最
適
で
あ
り
、
会
議
所
が
中

心
と
な
っ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
農
商
工

連
携
事
業
は
、
国
の
補
助
事
業
に
拘
ら
ず
に
産
品

の
斡
旋
等
身
の
丈
に
あ
っ
た
事
業
も
実
施
し
て
い

き
ま
す
。 

 

　
移
動
商
工
会
議
所
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
実

施
い
た
し
ま
す
。
所
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

22
年
度
は
平
田
地
区
以
外
の
会
員
企
業
に
職
員
が

お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
や
ご
要
望
等

な
ん
な
り
と
お
申
し
付
け
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
「
専
門
家
の
派
遣
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
機
会
を
捉

え
て
ご
案
内
し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。
職
員

も
で
き
る
か
ぎ
り
多
く
の
事
業
所
を
訪
問
さ
せ
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
方
に
も
気
軽
に
ご
来
所
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら

低
料
金
で
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ー
ナ
ー

広
告
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」
の
改
正

に
よ
り
、
職
業
紹
介
事
業
と
し
て
今
年
度
も
実
施

い
た
し
ま
す
。 

  

　
職
員
は
、
明
る
く
率
先
し
て
行
動
す
る
こ
と
を

第
一
義
に
皆
様
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
努
力

し
ま
す
。
具
体
的
に
は 

・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ
の
挑
戦 

・
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
、
責
任
の
持
て
る
仕
事
の

徹
底 

・
難
し
い
課
題
へ
の
果
敢
な
挑
戦 

を
掲
げ
職
員
へ
の
個
別
面
接
指
導
に
よ
り
積
極
性

を
促
す
と
と
も
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。 
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　３月12日・13日に建設部会（部会長　槙野良文氏）視察研修会を開催し
ました。 
　今回のテーマは「環境」。日本の高度成長を支え、そして日本有数の公害
の街が、「星空の街」「環境モデル都市」に認定されるまでになった北九
州市へと向かいました。 
　前日まで季節外れの大雪で旅程が心配されましたが、予定どおり北九州
市次世代エネルギーパークに到着することが出来ました。 
　まず、北九州市エコタウンセンターで、ひびき灘開発㈱の職員から次世
代エネルギーパーク・エコタウンの概要について説明を受けました。約40
ヘクタールの埋立地に22社が進出、約1,100人が働いているとのことでし
た。また、ＯＡ機器から取り出された金や自動車１台をプレスした鉄の
塊、ペットボトルから作られた制服等に触れてみることも出来ました。 
　現場視察では、家電製品のリサイクル事業を行っている西日本家電リサ
イクル㈱でブラウン管テレビや冷蔵庫の解体作業を、廃食用油リサイクル
事業を行っている九州・山口油脂事業協同組合では、廃油から生成された
バイオディーゼル燃料で小型トラックの試運転を見せていただきました。 

　どちらの現場でも、材料をどこまで
分別できるか、いかに不純物を取り除くか、という点を重要視しながら再
資源化に取り組んでおられ、われわれが日常排出するゴミや不用品の取り
扱いについて、改めて考えさせられる視察となりました。 
　２日目には、門司レトロ観光視察、下関唐戸市場視察を行いました。総
勢13名での研修会でしたが、帰路の車中では「今後は、部会の垣根を取り
払い、もっと多くの人・色々な業種の人に参加してもらえるものを企画す
べきだ」との意見が聞かれるなど、大変有意義な視察研修会となりました。 
 

バイオディーゼル燃料で走るトラック 

　少子高齢化の急速な進行により、今後、労働力の減少が見込まれ、
事業の活力を維持していくためには、高年齢者の能力の有効な活
用を図ることが、今後ますます求められる中、当所金融保険部会（部
会長　田中祥貴氏）では、社会保険労務士の板垣文江氏を招いて、
「今こそ70歳戦略化」と題し、労務管理セミナーを開催した。 
　参加者は、高年齢者雇用安定法が改正され、「定年の引き上げ」、
「継続雇用制度の導入」または「定年の定めの廃止」による年金
受給開始年齢（男性の年金開始年齢に合わせ男女同一の年齢）ま
での安定した雇用確保の義務付けを背景として、老齢厚生年金の
支給開始の具体例、継続雇用の取組みの考え方、高年齢者雇用継
続給付金の導入による給与のシミュレーション等について学んだ。 

バイオディーゼル燃料で走るトラック 

ブラウン管テレビの解体作業説明（現場撮影はNG） ブラウン管テレビの解体作業説明（現場撮影はNG） 

エコタウンセンターでの事業概要説明 エコタウンセンターでの事業概要説明 



（１）前年対比で売上高もしくは経常利益が減少、又は２期連続欠損 
（２）債務超過 
（３）長・短期を合せた借入金が、年商の１／２以上 
（４）その他　　上記（１）～（３）に準ずる場合 

　去る４月21日、当所において平成22年度定時総会を開催し、平成21年度事
業報告並びに収支決算、平成22年度事業計画（案）並びに収支予算（案）に
ついて審議し、原案どおり承認されました。 
　続いて行われた新入会員紹介では、恩田祐也君（ニシオ㈲）、坂本　圭君（味
彩　さかもと・惣菜のさか
もと）、長岡正之君（島根
中央信用金庫　平田支店）、
中島靖弘君（㈲中島時計
店）、西尾貴幸君（理容ニ
シオ）、山下明義君（㈱栄
徳）、渡部志郎君（㈲ワタ

エー）、岡　明子君（平田商工会議所）の８名が紹介され
ました。 

企画委員長　長岡　武志 

挨拶を述べる大谷会長 

5
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雇用保険率表（平成22年４月1日改定） 

事業の種類 

保　険　率 事業主負担率 被保険者負担率 

平成21年度（確定保険料の計算に使用） 
（Ｈ21．4．1～Ｈ22．3．31） 

一般の事業 11／1000 

13／1000 

14／1000

7／1000 

8／1000 

9／1000

4／1000 

5／1000 

5／1000

※労災保険率に変更はありません。 

農林水産 
清酒製造の事業 

建設の事業 

　年度更新申告書類は５月末頃に発送します。 
　年度更新の申告・納付の受付は上記期間となります。期間前の受付はできませんので、期間内に申告・納
付を行ってください。  
　年度更新説明会と申告書相談受付を県下の会場で行います。５月末頃に発送する申告書類を入れた封筒の
裏面に実施日・会場を記載しておりますので、ご確認の上、最寄りの会場にお越しください。  
　労働保険料の算定方法は従来と変わりません（４月１日から翌年３月31日までに支払う賃金総額に保険料
率を乗じて得た額となります）。 

　平成22年４月１日より、短時間就労者の方及び派遣労働者の方の雇用保険の適用範囲を以下のとおり拡大
しました。 
　　　○ の雇用見込みがあること 
　　　○１週間当たりの所定労働時間が20時間以上であること 
　平成22年４月１日以降に、改正後の適用要件を満たす労働者を雇い入れた場合には、当該労働者に係る雇
用保険被保険者資格取得届を管轄の公共職業安定所に提出してください。 
　また、平成22年度４月１日以降、適用基準を満たすこととなった場合には、当該労働者に係る雇用保険被
保険者資格取得届を管轄の公共職業安定所へ提出してください。 
 

この件については、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
島根労働局職業安定部職業安定課（ＴＥＬ　0852－20－7016） 
または、最寄りの公共職業安定所へお問い合わせください。 
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